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ローチは，資源（Wernerfelt, 1984; Barney, 1991），
コア・ケイパビリティ（Leonard-Barton, 1992），資
源とケイパビリティ（Peteraf, 1993），ストラテジッ
ク・アセット（Amit & Schoemaker, 1993），ダイナ
ミック・ケイパビリティ（Teece et al., 1997）などの
概念と関連性がある。これらの議論では，ストック
としての資源を扱う RBV（Wernerfelt, 1984; Grant,
1991）と模倣困難な組織ルーチン等に着目した⽛能




















て て い る 点 に 大 き な 特 徴 を 持 つ（Nonaka &
























































































































適合が強調されることになる（Teece et al., 1997;









（Eisenhardt & Martin, 2000; Zollo & Winter, 2002;
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練 す る 学 習 能 力 が 基 盤 に な る と 考 え ら れ る
























した能力（Teece et al., 1997），アセットの調達や M
＆ A な ど の 具 体 的 な 組 織・経 営 プ ロ セ ス











































































































ま る と 指 摘 さ れ て い る（Dyer & Singh, 1998;


































は，多 く の 研 究 者 に よ っ て 議 論 さ れ て き た




























































































や暗黙性の高さ（McEvily & Chakravarthy, 2002）
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